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説明文中のメールアドレスは「account@example.com」を例に説明しています。 

実際にはご利用のメールアドレスに置き換えた上で設定ください。 

 

1. Gmail 受信トレイ右上にある設定アイコン

をクリックし、その中にある「すべての設定

を表示」をクリックします。（右図） 

 

 

 

 

 

2. 以下のような設定メニューが表示されますので、「アカウントとインポート」タブの中

にある「他のアカウントのメールを確認」欄の「メールアカウントを追加する」をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 設定ウィンドウにメールアドレスを入力し「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



4. POP3 による受信のため、そのまま「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. メールアカウントの設定画面が開くため、以下のように入力します。 

入力完了後には「アカウントを追加」をクリックします。 

 

例：メールアドレス account@example.com の場合 

 

    ユーザ名：account@example.com（メールアドレスと同一） 

  パスワード：（メールアドレス発行時に設定したパスワード） 

POP サーバー：mail.example.com（mail.ドメイン名） 

 

・パソコンなどでも同じアカウントのメールを受信されたい場合には、 

「受信したメッセージのコピーをサーバーに残す」のチェックを入れてくださいチェックを入れてくださいチェックを入れてくださいチェックを入れてください。 

Gmail のみでメールを受信されたい場合にはチェックを外してください。 

・「受信したメッセージにラベルを付ける」を有効にすると区別しやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. .正常に完了した場合には次の画面が表示されます。 

送信もできるように設定するため、「はい。～としてメールを送信できるようにしま

す。」をチェックし、「次へ」をクリックします。 

 

7.メール送信時に受信者に表示される名前を設定します。（任意入力） 

「エイリアスとして扱います。」のチェックは外します。 

「次のステップ」をクリックします。 

 

 



7. メールサーバーの設定をします。 

 はじめに、右側にあるポートを「25252525」に変更します。 

 下部の「保護されていない接続保護されていない接続保護されていない接続保護されていない接続」にチェックをします。 

 SMTP サーバー、ユーザー名、パスワードは以下のように入力します。 

 

 例：メールアドレス account@example.com の場合 

 

  SMTP サーバー：mail.example.com（mail.ドメイン） 

     ユーザ名：account@example.com（メールアドレスと同一） 

    パスワード：（メールアドレス発行時に設定したもの） 

 

「アカウントを追加」をクリックします。 

 

 



8. メールアドレスが正常に動作しているか確認のメールが送られます。 

念のためこのウィンドウはまた閉じないでください。 

 

9. Gmail の受信トレイに戻ります。 

確認メールが送信されてくるまでに数分ほど時間がかかる場合があります。 

10 分程度待っても届かない場合には、「メールの再送信」をクリックします。 

 

10. 「Gmail からのご確認 - ～を差出人としてメールを送信します」という件名のメー

ルが届いていれば開きます。「以下のリンクをクリックしてリクエストを承認してくだ

さい。」の下の URL をクリックします。 

 



11. 「確認」ボタンをクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

12. これで Gmail のアカウント追加設定は完了です。 

 

13.標準では Gmail のアドレスよりメール送信されてしまうので、新規追加したアドレス

より送られるようにデフォルトのアカウントを変更します。 

 

「設定」の「アカウントとインポート」タブの中にある「名前」欄で今回追加したアカウント

の「デフォルトに設定」をクリックします。 

その下にある「デフォルトの返信モードを選択」は「メールを受信したアドレスから返信

する」の設定をおすすめします。Gmail のアドレスを使用しないのであれば、「常にデフ

ォルトのアドレスから返信する」でも構いません。 

 

 


